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１ 楽しい学校をつくる 

浅羽学園の指標の１つである「学校が楽しい」と答える子60％を、本校は令和７年後期

に達成した。学校が楽しくなることで、欠席や遅刻も減り、完全不登校もゼロになった。

学校が楽しいと思える子をさらに増やしていくことが、登校渋りや新規不登校発生を未

然に防ぐことにもつながると考える。楽しい理由は、今のところ友達と休み時間中心で

ある。「学ぶ楽しさ」まで高めていくのが、ハードルは高いが理想である。 

小規模校の強みを生かし、複数の大人が寄り添い、その子の良さを認めていく。ＰＢＳ

(ポジティブな行動支援)は、浅羽学園全体で継続していく。校訓で示される「明るい子」

とは、教職員や友達から大切にされ、励まされている子であり、居場所と絆がある。「明

るい子」を増やし、友達への共感を高め、認め合う集団をつくる働きかけや工夫を積極的

に行っていく。認められた自分の良さを発揮することで、「一人一人が輝く」のである。 

 

２ 玉
たま

磨かざれば光なし 

優れた資質や才能をもっていても、子も教師も学ばなければ良さは発揮されない。「笠

原っ子」には、自らを磨き続けることの大切さを実感してほしい。教師は、主体的に学び

を楽しむ子を育成する「授業づくり」に励み、更なる研鑽を積んでほしい。 

希少価値のある宝石だけが輝くのではない。泥団子でも磨き続ければ光り輝くことは、

幼児でも体験できる。ただ、泥団子は、強く磨きすぎると割れ、磨き加減を間違えれば傷

をつけてしまう。子にも、大目に見ることや放っておくことが大事な時がある。教師集団

には、深い人間観察による見極めや判断で適切な導き(磨き)を行うことを求める。 

自ら磨き、友と磨き合い、教師が磨きに加わる。「学び合い 認め合い 挑戦する」こ

とで、子と教師の双方が磨かれ、成長する。気を付けたいのは、「輝き」という結果や成

果のみを求めず、輝く過程や変化を重視し、本人や親に伝えていくことだ。 

 

３ 共生共育の充実 

外国にルーツをもつ子、障がいのある子など、多様性のある子の居場所をつくり、学校

生活の満足度をあげることを考えたい。学区には、児童養護施設等があり、人権や差別に

敏感な学校である。すべての子が安心して過ごせる環境づくりを意識して、地域と共に

教育活動を行うことが、笠原小学校の土台となっている。本校は、外部機関との連携が他

校以上に密である。さまざまな成育歴を抱え、親と離れて生活し、本校に通ってくる子に

思いを寄せ、寄り添っていくことが、本校教職員には特に求められる。 



 

４ 令和の鼓濤（ことう）教育 

笠原の地域素材を生かして探究学習を行い、郷土愛を育くんでいく。 

「鼓濤（ことう）教育」という用語は、今から約50年前に生まれた。昭和の「鼓濤教育」

の大きな柱は２つあった。「幸福享受」と「持続の尊重」である。今でも「ウエルビーイ

ング」（Well-being）と「持続可能な開発のための教育 ESD」（Education for Sustainable 

Development）に置き換えられる普遍的な内容である。 

令和の「鼓濤教育」は、地域とともに未来の笠原を支える人材を育てる営みである。

「笠原に親しみ、笠原を自慢できる子」の育成をめざし、自然、文化、歴史、産業、防災

などを題材に笠原のことを調べ、発信する。笠原の人と交流し、学びを深めていく。 

高齢化、若年層の人口流出、急激な少子化が同時進行する中、大人になっても笠原が好

きで住み続ける子、笠原を離れても笠原に思いを寄せられる子、未来の笠原を創り支え

る子の育成が、中山間地である「笠原」存続の鍵である。 

 

５ 小回りの利く学校経営 

【強み１】個別最適な学び 

  １学級の児童数が少なく、個別最適な学びが実現しやすい。自分で学べる子は自分で 

学ばせながら、必要な子に手を掛ける１対１の指導の時間を設けていく。 

【強み２】体験の充実 

  学年ごとの人数が減り、移動が容易になる。市のマイクロバスを活用して積極的に校

外学習を行い、他校以上に校外での豊かな体験を行える。 

【強み３】交流の促進 

  笠原こども園、浅羽学園内の３小学校、地域の高齢者等との交流を深めていく。架け

橋期を意識し、特に園との交流を重視する。校内では、縦割りグループやペア学年での

活動や遊びを充実させる。特別活動や行事でも子の主体性を発揮させていく。 

【強み４】地域の手厚い学校支援 

  笠原コミュニティーセンター、笠原連合自治会をはじめとして、地域には手厚い学校

支援体制がある。草刈りや水やりなどもボランティアが活躍してくれている。地域学校

協働推進員やコミュニティスクールを活用し、地域人材の力を学校に大いに取り込む。 

 

６ 働き方改革 

 本校は、市内小中学校の中で際立って超過勤務時間が少ない。働き方改革を継続し、 

会議、研修、行事、通知等は、前年度踏襲とせず、年度途中であっても見直しを進め、 

勤務時間内に子どもと向き合う時間を最優先に確保する。地域人材やスクールサポート 

スタッフを最大限活用して、学級担任の事務量の軽減を図る。教師も仕事を楽しみ、働 

きやすさを教職のやりがいや誇りにつなげていく。児童にも教職の魅力を伝えてほしい。 


